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今年も残り 1 ヵ月半。以前にもレポートしたように、ドル/円相場はここ最近こそ精彩を欠いているが、過去
5 年間で最高レベルの変動だ。 
また、それに遅れる格好でポンド/円もなかなか活発な動意を見せている。一年間で約 60 円、33％を超え
る変動をたどった 2016 年は別格中の別格として、今年のポンド/円は 2017-20 年というそののち 4 年間の
平均程度の動きを記録している計算だ。さらなる動意に期待を寄せる向きも少なくない。 
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再三再四指摘しているように、ある通貨が一年を通してどの程度動くのかを数値化した「年間変動率」は、
筆者の好きな分析方法だ。詳細については、過去のバックナンバーを参考にされたいが、今回取り上げた
いポンド/円の平均年間変動幅は 30.15 円、同変動率は 17.88％だった。 
 
そんな基礎的条件を念頭に、今年のポンド/円の年初来変動幅はというと 18.69 円、変動率 13.29％を記
録している（11 月 12 日現在；下表参照。以下同）。 
変動幅はもちろんのこと、過去の変動率にも遠く及ばないものの、実は歴史的な大変動を記録した 2016
年以降 2017-20 年の平均変動に近い数値だ。実際、過去 4 年間だけの数値を見ると、前者が 19.53 円で
後者は 13.51％となっている。今年のポンド/円は、なかなか
活発な動意を見せていると言ってよいだろう。 
 
しかし、一方で興味深いのは同じポンドの対ドル相場。つま
り、ポンド/ドルは筆者がデータを取っている 2000 年以降で
今年が過去の最小変動幅、そして同変動率だ。ちなみに、こ
れまでの過去最少は 2012 年で前者は 0.1075 ドル、後者は
6.93％だが、どちらもいまだ届いていない。 
ドル/円相場が活発に動くなか、同じ「ポンド」という通貨で、
これだけの差が生じるということは、今年は「ドル絡みの通
貨ペア」の動きが全体的に鈍く、為替市場は「円を主軸とし
た動き」になっている可能性もある。 
 
なお、なかなかの変動をたどっていることを理由に、前段で
「円を主軸とした動き」と指摘しておいて、その舌の根の乾か
ぬ内に指摘しづらいのだが、今年のユーロ/円は 9.03 円、
7.17％しか変動しておらず、依然として「ユーロ正式誕生後、
最低レベルの変動」圏をいまだ脱し切れていない。 
材料がまったくないわけではなく、むしろ足もとについても「ド
イツ総選挙を経たのちの党首交代と連立交渉」など、相場
の波乱要因は数多いのだが、今年についてはそれらが変動
へと結びついていない感を否めない。年内残り 1 ヵ月半、個
人的にはまだまだ諦めてはいないものの、正直なところドル
/円やポンド/円のさらなる変動に賭けた方が、よほど分が
良いのではなかろうか。（了） 
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